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食卓環境の色が心理 に及ぼす影響
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L は じめ に

　 空間に用 い られ る色は 、視覚を通 して人の 心 、

感情に働 きか け様 々 な効果 を示す。例 えば暖色

系の 部屋 は寒色系 の 部屋 よ り暖か く感 じるとい

うよ うに体感温 度を変化 させ た り、また 気分 を

高揚 ・沈 静 させ る等 の 心 理的効果が報告 され て

い る 。 私 た ち は食事をす る とき、五感 を駆使 し

て 食事を楽しむが 、「目で 食 べ る」 「色で食べ る 」

と言われて い るよ うに 、視覚か らの 情報 は特 に

大 きな役割 を担っ て い る。従 っ て 、食 卓空問 の

色 も同様に、食事をす る者の 心理 に大 きな影響

を与 える と考 えられ る。一般 に暖 色系 は食欲 を

喚起 させ るた め、食空間にふ さわ しい 色 で ある

と言われて い るが、私たちは食空間に好ま し い

色 とは 、 用 い る シ チ ュ エ
ー

シ ョ ンや 人 々 の 体

調 ・気分 に よ っ て 変化す る もの で ある と考えた。

　本研 究で は 、食空 間にお け る色 の 特徴 とそれ

が 与え る心理 的影響を明 らか に し、心 地 よ い 食

空間を演出す るため の 基礎的なデー
タ を得 る 目

的 で 、今 回 は食卓空間に焦点 を 当て 、ダイ ニ ン

グテ
ーブル に様 々 な色の テ

ーブル ク ロ ス と1司色

の 皿 をセ ッ トし、食卓の 色か ら受け る様 々 な感

情 に つ い て調 べ る こ ととした 。

1． 調査方法

　実験は 2002 年 10 月か ら 12 月 にか けて 京都

府立 大学 の 配食室で 行 っ た 。 9 色（表 1）の 異なる

色彩の ク ロ ス をか けた食卓 を用意 し 、 被験者に

は その 食 卓に着席 して もらっ た状態 で ア ン ケ
ー

トに回答 して もら っ た。被験者 は本大学 の 学生

70 名 で 、 繰 り返 し実験数は計 219 回で あ っ た。

食卓に は食 空間 を感 じさせ るた め、ダイ ニ ン グ

テ ーブ ル にそれ ぞれ の 色 とほ ぼ 同色の デ ィ ナ
ー

プ レ
ー

トと多目的 に 使用 で きる グ ラ ス を セ ッ テ

ィ ン グした 。 部屋 の 照 度は カ
ー

テ ン を閉鎖 し、

400〜600 】丞 付近 とした。

一

　 ア ン ケー ト内容 は 3部か ら構成 され て お り、1

部で は食空間の 色 に対す る意識 を、2 部で は実験

時の 不定愁訴 5 項 目、3 部で は各色の 食卓に 着

い た とき の 心境に つ い て 32 の 形容詞対 SD 法を

用い て調 べ た 。 調査結果 の 分析は、SPSS を用 い

て統計処理 を行 っ た。

表 1 使用 した テ ーブ ル ク ロ ス の マ ン セ ル 値
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3、結果及 び考察

　食卓の 色の 心 理的影響 の 違 い を明 らか にす る

目的で 32 の 形容詞対 を主成 分分析に供 した と

こ ろ、 3 つ の 因子が抽出され た （表 2 ）。 因 子を

構成する形 容詞対の 内容及び信頼度 を検証 し 、

第 1 因子 を 「快活性」 （α
＝．9465）、 第 2 因 子を

「高尚性」（α　 ＝ ・ ．7915）、第 3 因 ］
！・を 「優和性」（α

＝．6800）と し た。

次に抽出 され た 因子軸に 対 して 各色 が どの よ う

な位置づ けに な る の か を比較 した。第 1 ・第 2
成分 と第 2 ・第 3 成分を それ ぞれ 横軸 ・縦軸に

と っ た グ ラ フ に色 ご との 因子得 点の 平均値 をプ

ロ ッ トした。その 結果 を表 3、表 4に 示 す。黄 ・

赤 の 暖色系 で は快活性 が 高 く高 尚性が 低 い の に

対 し、自 ・黒 ・グ レ
ー

の 無彩色 で は快活性 が低

く高尚性が あ る とされ た。また 、 赤 ・紫 ・ベ ー

ジ ：・．・黄は優和性 が ある とされた。また 、 緑 は

どちらの 園子 にお い て も中央に集中 して お り、
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また癒 しを感 じる食卓で ある か とい う質問項 目

に 対 して も、最 も高い 値 を示 した（表 5）。

・一
方、

白は 実験前 の ア ン ケー ト調査 で 最 も 目常の 食卓

の 色に使い た い 色 と され たが 、 本実験 で は 、 高

尚性 は高い が 優和性に か け、ま た癒 し の 度合い

もベ ー ジ ュ ほ ど高くな く 、 必ず しも最適な色 と

は 言 えなか っ た 。不 定愁訴の 中の 喰 欲が あ る

か 」 とい う項 目に 1 点か ら 5 点を割 り当て て得

点化 し、その 結果 と座 りた い 色 との 関係 を調べ

た とこ ろ、食欲 の ない 人 は 暖色や有彩色 を選択

しな か っ たが 、 食欲 があ る と答 えた人 ほ ど暖色

を選択 す る者が多 く 、 色 の バ リエ ーシ ョ ン を楽

しむ 傾向が見 られ た 。 また どち らとも い えな い

人が最 も有彩色を好 み、色に よ る快活性を求め

る潜在意識が働 い て い るの で はない か と考 え ら

れた （表 6）。
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　　　　　 これ らの 結果か ら、食卓に 心 地 よ さを感 じる

　　　　色 は、個人の 生理的、心理的状 態、季節、食文

　　　　化 な どに 大 き く影 響 され る こ とが 示 され た。

　　　　　「食j とは 単に栄養成分 を体内 に入 れ る場所 で

　　　　 はなく、TPO に 対応 し、心 に響 く食空間の 色を

　　　　選 ぶ こ とに よ り、病院や福祉施設 、給食施設や

　　　　幼稚園な ど様 々 な場所 に も対応 で き、快 適 な食

　　　　 空間 を演出 して い くこ とが出来 る と示 唆され た。

　　　　 今後 、 さ らに環境条件 を
一

定 に す るな どし て 、

　　　 　 研 究 を進 める
．
予定で ある。
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